
　    は、「平方完成」を利用することで、１

　　　　 ア  イ   ウ  エ   オカ

　と変形できるので、    を満たす以上の整数、の組は

　　　　 、   キ 、 ク  、  ケコ 、 サ 

　ただし、 ア とする。

　  をについて解くと

　　　　
シ  ス  セ  ソタ  チツ



　となるので、  を満たす以上の整数、の組は

　　　　 、   テ 、 ト  、  ナ 、 ナ  、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ニヌ 、 ト  、  ネノ 、 ナ 

解説

　    より

　　　　　   
   

　　　∴　 
     

　　　∴　    

　、は以上の整数より

　　　　　

　また、      より

　との偶奇は一致する。

　よって、

　　　　　
      

      

　　　∴　
    

    

　、は以上の整数より

　　　　　 、  、 、 、

　  より

　　　　　    

　　　∴　
      ･･    



　　　　　
      



　は以上の整数より、     が整数となることが必要。

　つまり、  がまたは平方数となることが必要である。

　よって、     は以上の整数 とおくと、

　、、    を満たす整数 、 の組は、より

　　　　　 、  、 、 、

　よって

　　　　　 、  、 のとき

　　　　　　　　　
  


、　 を満たす 　

　　　　　 、  、 のとき

　　　　　　　　　
  


、　 を満たす 　　　

　以上より、 、  、 、 、 、 、 、 、
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、 



である三角形がある。点から辺２

に下した垂線と辺との交点を  、  から辺に下した垂線と辺との交点を

 、  から辺に下した垂線と辺との交点を  とする。このことを繰り返すこと

で   、、、…… を定めていく。辺  の長さを  、線分    の長さを  、

三角形    の面積を  とする。

　  と   との関係式は     ハ   であり、  と  の関係式は

　    ヒ   であるから、  ･


  フ であり、  ･ ヒ ･


  フ 

　となる。

　　 ハ 、 ヒ 、 フ に当てはまるものを下の～の中からつずつ選べ。

　ただし、同じものを繰り返し選んでもよいものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
 



  とするとき、
 へ 

ホ    マ 
であり、

 
  ミ で

　ある。

　を実数とする。
 
    が以外の値に収束するようなの値は

ムメ

モ


　であり、このときの極限値は ヤ である。

解説



 



 

 











 








　直角三角形    より

　　　　　　　　
  ･  

 ･  

　直角三角形  より

　　　　　　　　  

　　　　　　　　

　よって、   ･  
 

　　　　　　 
 

　　　　　   
 

　    
 

　　　



  

 

　



より、





　よって、より

　　　　　
 



 

　　　　　

･





 
　

　　　　　


  

　また、
 
 

 




  

　　　　　　　
 




  

　　　　　　　
 
 ･



 








　　　　　　　

　  


   ･ 

　　　



･･  

  ･･ ･ 
 

　　　



･

 ･ ･ 
  　　　

　　　



･   ･ 

 

　よって、
 
    

 
   ･




  

 

　　　　　　　　　　　
 
   ･




  

 

　　　　　　　　　　　
 
 ･

  
  




 　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　
 
 ･

 
 

  




　となるので、





のとき、

 
    





のとき、

 
    





のとき、

 
    

　

　よって、



のとき、極限値はである。　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　不等式             を満たす点 、 の存在する領域３

　の面積は

　　　　　　　　
ユ  ヨ

ラ

　である。

　点 、 が  の領域を動くとき、において、

　　　　　　　　 







　を満たすのとりうる値の範囲は、 リ 


ル
、

レ

ロ
 ワ 

　　 リ 、 ワ に当てはまるものは下の～の中からつずつ選べ。

　ただし、同じものを繰り返し選んでもよいものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　＜　　　　　　　　　　　≦

解説

　真数条件より

　　　　　    かつ、

　　　∴　
 

 

  

　または、
 

 

  

　よって、
 

 

  

………①

　与式より、         
    

　底より

　　　　　　     
   

　　　　∴　    ………②

　①、②より、求める領域は、以下のようになる。

　（境界線は、上は含まず他は含む。）



















　よって、求める面積は

　　　　　　　･  







･･

 



　 






より、 ……③

　よって、③が  の領域と共有点をもつように動かすときのの範囲を求めればよい。

　③と    が接するとき

　　　　　　　　


  
 



　　　　　　∴　  

　　　　　　∴　　　　　　

　第象限で接するので、

　また、 、 を通るとき

　　　　　　　　 

　　　　　　∴　 


　よって、③と  の領域は、 




　つまり、



、



のとき、共有点をもつ。



















のとき
 


のとき

◇２０２４年度　久留米大学医学部　前期



を偏角とする。極方程式  で表される曲線をとするとき、４

　 



  あ  



   であることより、曲線の





　の部分と軸とで囲まれた図形の面積は

い


うえお
である。

　曲線の








の部分の長さは

　　　　　　　　


か 




 




き
 





 




くけ


こさ

し

　である。

解説

　 



  



･  








　　　　　　　　





 



   




･ 





　　　　　　　　 



 

　よって、 



  



   ………①

　また、曲線：  より、
   

   
　となるので

　



において

　　　　　





  





  

　………②

　　　∴　





   










   

　



において、




 を満たすをとすると、増減表は

　　　　　　

  







    

    




     

   























　となるので、



における曲線のグラフは以下のようになる。

　　　　

　よって、求める面積は

　　　　　 





　　　　　 



･      

　　　　　 



       

　　　　　 



   ･
 




　　　　　


  



       

　　　　　


  



 　 ①

　　　　　　


 




 





　　　　　　




　曲線のグラフについて

　　



における 、 の関係は

　　　　　　

 
















 


















　となるので、点をプロットして滑らかに繋げると、グラフは以下のようになる。










 


















　面積について





 

 



　　

　　　　極座標平面において、上図のように、、  で囲まれた

　　　　部分の面積をとすると、


   

 
 となる。

　　参考より、求める面積は、


  


 



  



 


 




 



 





　②より

　　　　　


 







 



  

     
  

　　　　　　　　　　　　  
     

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        

　　　　　　　　　　　　    

　よって、求める曲線の長さをとおくと
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　異なる個から個取る組合せの総数を  とする。とし、下図のように、一番５

下の行の左から列目のマスに   をおく。次に、   の上に   、そのまた上

に   をおいて、段目まで順に上に並べていく。このとき、左から列目、下から

段目は   となる。さらに、一番下のマスから段目まで上に並べたら、この度は

   の左に    をおき、そのまた左に    をおき、左端まで順に左に並べて

いく。また、左から列目、下から段目のマスは  とする。左から列目、下から

段目のマス目にある  を 、 と書く。例えば、 、   、 、   である。

   

   

   

   

　 、 の値を求めると、 、 すせそたである。

　 、   は、 ち 、 つ であり、

　 、   は、てとな、 にぬ であり、

　 、   は、 ねの 、はひふである。

　を以上の整数とするとき、

　　　　　　
 



 、 
 

 

 、 
 

へ  ほ である。

解説

マスを埋めると以下のようになる。

列目

段目

列目

段目

　　　　

       

       

       

       

       

       

       

       

　上の図より、 、   

　上の図より、  より、、

　また、下の図から





段目

　　　　　

  … …    















列目

　  より、、

　  より、、

　
 



 、 
 

 

 、  、  、  、 ＋…… 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、  、 ＋……  、

　ここで、下の図より

列目

段目

　　　　　

      … … …        

  

  







 

 

　
 



 、 
 

 

 、       ＋……  

　　　　　　　　　　　　　　　　　        ＋……    　
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